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Boston Children’s Hospital実習報告
山﨑さつき
実習先：Department of Pediatric Cardiology
　　　　Boston Children’s Hospital 
　　　　（アメリカ合衆国マサチューセッツ州）
期間：2014年 6 月 2 日～ 6 月20日
Ⅰ．はじめに
　 3 ヵ月にわたる2014年度アドバンス実習のうち 1 か月を，海外の大学病院における臨床実習コースとし
て，アメリカ合衆国のボストン小児病院で実習させていただいた。準備や実習内容，学んだことなど，報告
として，また次に海外での実習を希望する方々の参考として，まとめていきたい。
Ⅱ．準備
　アドバンスの期間に海外での実習という選択肢を与えて
いただけることは，低学年の頃から知っており，報告会に
も参加していた。海外，特に英語圏の医療機関での医学教
育に参加したかったこと，もともと小児科志望であるこ
と，住んでいたことのあるアメリカで働くということがど
のような感じなのか見てみたかったことなどから，アメリ
カでの小児科実習をしたいと考えていた。
　2013年12月頃，小児科の市田先生に，アドバンス実習に
ついて御相談させていただいたところ，Boston Children’s 
HospitalのPediatric CardiologyのDr. Jane Newburgerに
連絡を取って下さった。同じく実習を希望していた程さん
と私を快く受け入れてくださり，その後実習担当のDr. 
Puja Bankaと何度かメールをやり取りし（Cover Letter〔志望動機書〕とCV〔履歴書〕を書いた）， 6 月に
3 週間observersとして受け入れて下さることが決まった。免疫に関する情報提供の書類などを 4 月に提出
したが，こちらは保健管理センターで作っていただいた。
　ボストンは物価が非常に高く，住む部屋を探すのに苦労した。結局病院から1.5km程のNortheastern 
Universityという大学の寮が夏の間空いてお
り，そこを貸し出すプログラムに応募した。
1 人あたり 4 週間で1,180ドルで， 2 人部屋×
2 部屋でルームシェアするようになっていた。
Ⅲ．実習内容
　実習の数日前にDr. Bankaから日程を送って
いただいた。 1 週目､ 2 週目の日程は主に病
棟 回 診，カンファレンスやレクチャーの 参 加
とカテーテル 見 学 で，慣 れてきたらクリニッ
クや手術見学，コンサルトチームでの実習，
というように 進 んだ。また，observersとして
参加した私達の他に，正式なプログラムで実
Harvard Medical Schoolの前で
実習を受け入れてくださったDr. Newburgerと。
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習に参加している医学生が 3 名いた。彼らの実習は回診中に担当患者を受け持ち，プレゼンしたりオーダー
をいれたりすることが出来るという点で私達の実習内容と異なっていたが，他についてはほぼ同じ内容で実
習させていただいた。
７ ：15~レジデント向けレクチャー
　小児循環器の中の様々な分野の先生が，小児循環器病棟のレジデントと医学生のためにレクチャーして下
さった。心電図の読み方や疫学の話，外科的アプローチや症例問題など内容は多岐に渡った。なお，火曜日
は ７ :00~内科外科合同カンファレンスが行われる。私が驚いたのは症例の多さと（ 1 日に手術 3 件，カテー
テル 3 件ずつある），Cardiac MRIが導入されていたことである。
8 ：00~病棟回診
　私は 1 週目にNPチーム， 2 週目にResidentチームの回診に参加した。
NPとはnurse practitioner：診療看護師の略で，NPチームには慢性期の患児やカテーテル後の一泊入院の患
児がおり，アテンディング 1 名とともに回診する。
　Residentチームは主に急性期の患児や手術待ちの患児，加えてHeart Failure回診として心不全患児や移植
待ちの患児を受け持っており，小児循環器内科病棟のレジデント, フェロー , 栄養士や薬剤師，そしてアテ
ンディングと，医学生で回っていた。レジデントや医学生が担当患児について病歴，昨晩から朝までの状態，
その日のプランについてプレゼンをし，それに対してフェローやアテンディングがコメントやアドバイスを
していくという形で進んでいく。
12：00~レジデント向けレクチャー（昼食付）
　レジデントやフェロー向けのレクチャーが毎日行われており，参加した。フェローによる腸重積のケース
スタディやNPによる胃瘻の利点や種類についての講義など，内容は幅広かった。水曜日はGrand Roundsと
言って，病院のスタッフ全員を対象に，外部の先生の講演会などが催された。
13：00～カテーテル検査・治療見学　一部クリニック実習（後述），手術見学，コンサルトチーム実習
　カテーテル検査や治療は一日に 3 件ほど行われており，午後に予定のない日はほとんどカテーテル室で過
ごしていた。手術は 2 週目と 3 週目に 1 件ずつ見学させていただく機会があった。コンサルトチームはフェ
ローの方が病院内からの循環器へのコンサルトを一人で対応しており，病院内を歩き回ってコンサルトに対
応する先生についていた。
16：00~Medical Student Round（水曜日のみ）
　医学生向けのケーススタディで，10人前後の医学生とフェローとの勉強会に参加。
　 3 週目（と 2 週目の一部）は，クリニック実習やCICUラウンド参加，手術見学，EPチームラウンドと
EPクリニック実習，Stress Labでの実習と様々な予定を組んでくださった。
クリニック実習
　計 3 つの外来を見学した。アメリカのクリニックは日本と違い，患児や患児家族が先に部屋で待っており，
看護師や医師があとから入っていくという方式になっている。主にエコーで異常が見つかったり心雑音を指
摘されたりして経過観察とされている児の定期的受診や術後のフォローなどである。
CICUラウンド
　チーム構成は主にアテンディング 1 人とフェロー 2 人，あとはブラジルからのobserverの先生。手術後の
患者さんが主。
EP Lab
　電気生理学的検査やカテーテルアブレーションを行うチーム。午前中はラウンドを，午後は外来を見学。
Stress Lab
　運動負荷試験の見学。
Ⅳ．感想
　初日は病棟のラウンドから始まったが，まず驚いたのが，レジデントはもちろんのこと，医学生たちのレ
ベルの高さである。プレゼンに慣れているというだけでなく，その日のプランに関して例えば投薬の量の指
示や変更まで任されており，上級医の承認を得てオーダーも出せるようトレーニングを積んでいた。医学生
Toyama Medical Journal　Vol. 25　No. 1 　2014124
のプレゼンとそのフィードバックは毎回必ず聞
き 漏 らさないように 聞 くようにし，わからな
かったところは学生やレジデント，フェローに
聞くようにした。また，NPチームの回診では，
患児は少なかったが，一人一人についてじっく
りと学ぶことが出来た。CICUラウンドでは重
症の患者さんが多いため，内容がより深く広く
なり，会話のテンポが速いのに一人一人にかけ
る時間はさらに長く，EPチームのラウンドで
も不整脈についての単語や心電図所見が飛び交
い，慣れるのが大変だったが，病棟の実習では
出会わなかった知識や機械の使い方について学
ぶことができた。
　クリニック実習ではついた先生と一緒に病室
に入り，患児や家族との会話を聞いたり，聴診
させていただいたりした。診察はとても穏やかで，家族の不安や質問に対して丁寧に答える一方で，身体所
見についてエコー所見と対比させながら，または過去の治療歴と照らし合わせながら，部屋から退出後に詳
しく教えていただいた。患児やその家族の前回の来院から受診日までについて，診察とは直接関係のない生
活のこと（学校での課外活動や夏休みの予定，大学進学など）についても聞いており，疾患の状態を把握す
ることと同時に患児の成長を家族とともに見守っていくことは日本と変わらないのだと実感した。
　コンサルトチームではコンサルトを受けたケース
について，カルテやエコー，心電図を見てから患児
のところへ向かい，診察し，今後の方針について検
討する先生についていた。まだ診断がついていない
ということで，鑑別診断を浮かべながら何件もの患
児のカルテを並行して見ることとなったし，循環器
以外の疾患の患児を見るためさらに幅広い知識と英
語力が必要となった。お昼のレクチャーや医学生向
けのレクチャーも病院全体からレジデントや医学生
が集まっていたため，当然循環器以外の疾患につい
てのトピックのときが多く，自分の医学知識が試さ
れる機会となった。一方で朝の循環器病棟のレク
チャーや医学生向けのレクチャーは少人数だったた
め，私も発言しやすく，発言したためにより記憶に残るレクチャーとなった。
　カテーテル治療や手術見学，負荷試験labでの実習では，貴重な症例を見学させていただいた。症例につ
いてのカルテをカテーテル室や手術室に向かう前に見せていただき，わからないところは調べたり聞いたり
して確認した。終了後は，見て疑問に思った点をまとめておき，先生が出てくるのを待ってお礼を言って質
問をすることもあった。
　また，もともと組んでいただいていた日程の他に， 1 週目にDr. Bankaと循環器を回っている医学生の 6
人でケーススタディをした。循環器チームの中で循環器のケースについて勉強するため，内容やディスカッ
ションはかなり高度で大変だったが，その都度質問して疑問を解決するようにした。また，私達observers
にプレゼンの練習の機会を与えていただいた。1 回目は病棟の患児について，入院までの現病歴や身体所見，
入院後経過についてまとめ，Dr. Bankaの前で発表するというものであった。英語でのプレゼンに慣れてい
ないだけでなく，普段の日本での実習からメモに頼っていた私にとって，聞き手の顔を見ながらプレゼンを
しなければ伝わらないという大きな課題が残った。 2 回目は循環器チームのレジデント向けに，心不全の病
態と治療についてプレゼンをするという大役を与えていただいた。 1 回目よりも読み込んだため，より良い
プレゼンができたと感じている一方で，他の医学生のプレゼンの仕方を見てまだまだだと感じた。だが，実
学生担当のDr. Bankaと。
循環器病棟のレジデント（左の 2 名）と医学生達と一緒に。
病 棟 には 4 名 のレジデントと 1 名 のフェローがおり，ア
テンディングやNPさん達が出入りしていた。
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際にやってみることで自分の改善すべき点を体感することができたこと， 2 回行うことで上達を感じること
ができたことで，非常に大きなものを得たと確信している。
　さらに，Dr. Newburgerとお話しする機会を何度か得ることが出来た。実習がどれだけ充実しているかを
伝えたり，プレゼンをさせていただいたという報告をした。最後にお会いした時には励ましの言葉をいただ
き，非常に励みになった。
　実習全体を通して，先生方や看護師さん，NPさんや事務の方などスタッフの方々が非常に優しくかつ教
育的であり，診察もチームの一員として一緒にさせていただき，質問や疑問にも丁寧に答えていただいた。
カテーテル室や手術室，コンサルトチームでも先生方は忙しく，しかも私達とは初対面にも関わらず，質問
すると非常に丁寧に術中の写真や図を用いて教えていただいた。また，日本と異なり様々なバックグラウン
ドをもつ患児が日常的におり，宗教や文化に配慮された病院づくりがなされていたし，各言語の通訳が働い
ていた。さらに，細分化が非常に高度で，同じ循環器内科医でも画像（MRI等）やカテーテル治療，EP治
療など専門が決まっており，またレジデントやフェローの仕事も日本の研修医とはだいぶ違うように感じた
のも印象的だった。
　さらに，onとoffがはっきりしていたため，実習後や土日は遊んでも平日には自然と気持ちを切り替える
ことができた。そして，循環器病棟の医学生達とはとても仲良くなることができ，お互いの国の医療事情や
医学生の生活について話したり，勉強を教えあったりした。昼休みや実習後にはご飯を食べに行ったり，中
庭で一緒に日向ぼっこをしたりもした。プレゼンの能力の高さや知識の応用力など，刺激を受けたことは多
い。彼らと一緒に実習できて，本当に良かったと思う。
　反省点としては，日本の医学の現状についてもっと勉強しておけばよかったと思った。実習中，保険制度
について考える機会が多く，また教えていただいたりもしたが，「日本ではどうなの？」と聞かれてなかな
か正確に答えられた自信はない。また，恥ずかしながら普段の医学知識と医学英語の勉強が足りなかったと
も感じる。英語にはある程度自信があったにも関わらず，最初の 3 日間ほどは病棟ラウンドの会話が全く聞
き取れず，何度も泣きそうになった。時間が経つにつれて慣れていくが，慣れるまでの時間を最小限にした
方が効率的で，より多くのことを勉強できると強く思ったので，勉強した医学知識や医学英語は常にアウト
プットできるように練習しておけばよかったと思う。
Ⅴ．終わりに
　帰国して，「ボストンどうだった？」と聞かれることが多いが，まず第一声に「楽しかったです！」と答
えてしまう。辛かったこと，わからなくて悔しかったことも多かったが，思い返してみると楽しかった記憶
しかない。症例数が非常に多く，日々新しい試みがなされている病院で毎日過ごすことができたこと，新し
い出会いがたくさんあったことなど，非常に刺激的だった。
　Boston Children’s Hospitalという最高の実習先を紹介して下さった市田先生，海外での実習という素晴ら
しい機会を与えてくださった廣川先生，山城先生，書類作成や手続きでお世話になった松井先生，事務の
方々，こんなにも未熟な私を受け入れてくださり，励まし続けてくれたDr. NewburgerとDr. Banka，その
他名前を挙げればきりがないほど多くの方々，友人達に助けていただいてこの実習を達成することが出来ま
した。心から感謝いたします。本当にありがとうございました。
